
出席者29名・欠席者10名・免除会員5名

細谷　　誠

松村　昌子

内海　慶介

∵ 8月のプログラム
7 (№１)-暑気払い

21 (№2)-国際大会報告

28 (№3)-短期交換留学報告

会員卓話1

∵ ニコニコＢＯＸ；

100％出席を頂いて
　四宮君

<ニコニコ会計累積/￥72,000>

∵ がんばるＢＯＸ；

峠さんよろしくお願いします

各委員長さん一年間宜しく

お願いします

　細谷君

R財団宜しくお願いします

　林君

100％出席を頂きありがとう

ございます

　岡田君

会計報告を終えて

　富田君

今年一年頑張ります

　松村君

<がんばる会計累積/￥33,000>
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■会長挨拶

今年の上半期、訪日客が過去最速で２０００万人を超え２１５０万人に達したとのこ

とです。 確かに先日国際大会で訪れたアメリカの物価はとにかく高く、驚きでした

が、逆に言えば、外国の人にとって日本は本当に安くて美味しいものをたくさん食べ

られる国だと思います。 また日本はおもちゃ箱のような国なのだそうです。 大阪

や京都、瀬戸内の島々など交通手段も発達しているからわずかな移動時間で景色

や環境がまるで変わるし、いろんな体験ができる。 もっと見たい、もっと知りたいか

ら何度も訪れたいと思うのだそうです。

オーバーツーリズムや外国人排斥の機運など確かに色々問題も生じていますが、

多くの外国の人が日本を愛し、日本を知り、お互いを理解しあえれば戦争や紛争な

ども起こりにくくなるのではないかとも思います。

ロータリークラブの国際交流もこの流れの中で一層活発になればと思います。

■会長報告

本日、峠直樹（とうげなおき）新入会員が入会されました。

■幹事報告

①演劇体験ワークショップ～聴いて、意識して、やって、

識ろう～開催について

まちなかギャラリー（丸亀市本町７番地１）にて、全６回。

②お弁当の余りが多くなっています。欠席の際は事務局ま

でご連絡ください。 峠直樹 新入会員

■例会事業；新委員長挨拶・100％出席者発表

【前年度決算報告】会計 富田 隆造

前年度の収支では、年会費が地区大会や丸亀東クラブへのお祝い金（1人2万円）

の加算により980万円から1,058万円に増加しました。

一方、食事代は宴会参加者が例年より5〜8名少なかったため、約50万円の節約と

なりました。また、納会では参加費と弁当代の差額から18,370円の返金が発生しま

した。最終的に約87万円の残金が出ましたが、これをニコニコ会計に47.7万円、社

会奉仕基金に40万円振り分け、年度末の残高はゼロとなりました。監査について

は、岸上会員が代行を務めました。

【100%出席者発表】

出席プログラム委員会より、昨年度の100%出席者が発表されました。

・天野 博司 会員 ・福田 洋子 会員 ・藤井 紀子 会員 ・細谷 誠 会員

・和泉 清徳 会員 ・森髙 克彦 会員 ・岡田 将一郎 会員 ・四宮 誠一 会員

・陶國 栄帰 会員 ・吉田 正人 会員

現在は出席率の集計や公式な表彰は行っていませんが、会員同士が顔を合わせ

る機会の重要性が改めて強調されました。

【新委員長挨拶】

会員増強退会防止委員会 森髙委員長

会場の空席が目立つ現状から会員増強の重要性を訴え、会員からの情報提供が

あれば迅速に対応するとして協力を呼びかけました。

（裏へ続く）
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ロータリー財団委員会 林委員長

ロータリー財団が寄付によって支えられていることを説明し、「寄付は第二の奉仕」として協

力を依頼しました。詳細については、後日開催されるクラブフォーラムで和泉会員が説明す

る予定です。

米山記念奨学会委員会 稲田委員長

この委員会は、初めて委員長を務めるにあたり、少なくとも10万円の寄付目標を維持する

ことを第一に活動していくと表明しました。

広報IT公共イメージ向上DEI委員会 内海委員長

週報とFacebook投稿を主な業務とし、今年度は地区の方針に沿ってSNSを積極的に活用す

る方針を示しました。特に、新規会員募集や一般の方に向けた情報発信を強化していく予

定です。

最後に、細谷会長が学生時代までの自身の経歴を紹介。昭和35年生まれで、部活動での

悔しい経験や大学時代の病気など「持っていない前半生」と述懐されました。


